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L万分の L地質図E 樽前山(札幌一第肘)

北海道立地下資源調査所

北海道技師士官繁雄

はしがき

この凶川説明書は， ff日平~I 30 年 6JJ から|司年 12 月にわたる約 50 H 問におこなった野タト調

査のが;県を整用して，その概要をiFRit したものである

北海道は， J古賀学のj'jと喝から，札幌から -~~i-小牧にぬける，いわゆる石狩低;U11;によって，

中央と百点[むとに区分されている f この Jili 1nj\は，イ二i狩低lili;!B;の刊に位 [19: して， fJ_Ljj+J;'jr;北

海道にふくまれる

このl Ull!えのうち，文訪問!の周辺は，はやくから踏査されているが，とくに，博 Illj火山に

*ついては， y くの人還が，いろいろと研究している「それは，樽胡火山が， )!f くから，い

くたびか活引を繰返し行っていることと，明治 42 iドの大破裂の際に，頂上火口の 111 に，円

頂I王が生成され，類例の少ない火山となったことによる。

しかしながら，この地域全般の地質は，まだl出らかにされていない f

，;m;去を進めるに当つては，白川、牧市役所商工水産課の各位，および樽 111UE行用人江谷下

代古氏の協力をえた 報告にはし 3 るに先だち，謝ぷを去する亡

I 位i目上よび交通

この|斗i陥のしめる lill1或は，北緯 42"46〆~42仁 501" 五位 141..151~141°30 ノの :i出i1である

行政 h:J には， た i'i1~ 公の止 h~ が， {lj 守文げの也咋 gで， 1 日が fjH 振支 in こ!品するニそして，

漁.l It およびその火花 U~l l!'~ の北郎は忠庭回J(こ，下成 Jll· 別川の流域・風ぶ夕日 rTf· }ι! 在日お

よび樽:jfJ )(rLJ 西半出をふくむ支拐湖周辺の rr Jl Uiは了1茂町に，東南部の樽削火dIll:在地域は円

小牧市に，西部の社台台Jillは白 ζ村に，それぞれふくまれる。

* 参考文献参照

一 1 -



支努in]は，観光地として冗伝されているので，湖畔までの交通は便利であるが，奥山には，

ll:fii足な.\8:1' 6が少ないコ湖畔までは，千歳町から千歳川に沿って， ?'i小牧市から丸山を杭て，

それぞれパスが通じているつなお，湖畔から風不死日北東麓のそラップまでも， llj:;u道路

が[)日さくされ，パスが延長して運行している寸奥山の道出としては，千歳およrIJからた笛まで

の紅r[Ji手nJ道il'与，持 :jij山の III 7i~1主域の五村用道路がみられるにすさないつまた，ュピ窃mHこ

は， ~;[;\J畔から川、行まで，および iM]畔から丸駒洞泉まで，それぞれ定則船が辺行している。

II j由形

この1"Z 1 1 !Jh{ 1山内をたまかにみると，つぎの 4 つの llIiJf~区にわけることができるつ

第 1 図地形区分凶

支均湖

ニ二二二二二=風干死岳
主主 110 2. 6

樽前山二二
・4注円 02 :3 .8

·4， 2-5 6 ク

匡ヨ火山地時 区~.~地t': t1r. 且

帯

市
地凶だん富

-伏起

口
一 2



(1) 代j! ifrl l:tJ~r~ の北部および同却をしめ，小さなむりょに;守んだ山;出帯コ

(2) !''{IIPI 守地内の東山および国南部をしめ，台 f:U だの J:U 巳を宝する f [rllii,nFo

(3) 支坊山の市北および ~ilH i?j にある円 ffUf~ の火山休ーノ

(4)え勿 it!l

(1)は，標高 400m から，しだし 1 に同!主をまして，ほ r' ， ;;900m に j主する起りょに叩んだ jl!l h~

である(おもに，新第三紀円と同 [1 与問の火山行制からできているが， さらに店内紀の情

岩ifrL が，それらをおおって尭達している

(2) は，標 l旬 120 m から， しだいに In) さをまして， i武[，，';; 550ill におよぶ Jf~~l;f は新三紀

円または同 II!}! 珂の火山岩出からでさており， ;~n: lJ q紀の火 rlJ fJ\~屑物によっておおわれている

とくに古川 lilll べでは，新<1 :1j の博 :]i f火山 nnw ，杓がいちじるしく完 J主しているのが，持ちょう

である。

(3) は，え:訪日 I] iii: の ljI 宍引を N30 コ W の}j i(i] をもって走る仰が ， iiig~(，: I;~li 三壁と交叉する j世

第 2 図支坊湖周辺の火山

(鈴木般・下三十米俊夫京圏)

これらは，完全な火山形態

を保ち，おもに火 rll nfU1 'ii J，-J 7J' ら構成されて

いる

(4) の支坊 iMl は，支易大 rf Jllf fL U 牧!の I抽出し

たあとに，陥戊によって形成されたもので

ある 河辺rJ rJillの，河に而した:~\J;:IITIT( ま，

そのに:の断)γIf主に Hl勺するものであろうと

考えられている一これらの心 J;:II百の恨を

つないでみると，支拐~lr:rJ;1it はほぼ円!日をし

ていたようである i刊誌の形成のほと， (3)

でのべた風不死・ iむ!迂・附 iJ 臼の 3 大rJ JがJB

成され，その lJft f.L判が河往の lil に iM ドして ， UU r: みられるような市々北より丙々日に長い，

不況 WJ なまゆ形を示すようになったものであろう この J:J の Jhj[!il は 40km である

七系の主なものは，この j主l!，~ の日に連なる :1 日芸、!ミ山人;に以を完して， ):・坊 i ,fi~ Jにそそぐ

'(1'11川と土;拐日IJにを交して流山を日から市にとり，石狩干~!fに下ってゆく r· r:，~JII とが

ある このほか.オコタンベii~l} に河を発して支努ジ!日二Ii: ぐものに，刀『ゴタンべ川， jbfi江 11

j止に似を発して石狩平野にI;手るものに，ぬiff ・イチャンゴザぺJ[!・れ別川， flY:)ij!JJJH 誌に

{iJ~(を発して太平洋に i_~:ぐものに I)} 探川・山小牧J[!・ノト糸魚川|・錦多峰]I fなどがある
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III 地質概説

このJlliJ!J~をつくる地目系統は，市 31泊模式住状凶 lこしめしたようなものである

新市ー三紀}凶は，地域の北間 ({-is山J自に汀布しているほか，支務日日の湖岸や，弔問紀の火山

|噴出物におおわれた台地の基盤にも，ところどころ話出している ο この新第三紀闘は，下

位から，漁)ll)k~ ・ 113尼脳・烏fflJJ韓同およびそれらを貫く火山岩類に大別される魚川店は，

砂岩・頁岩・凝氏岩なと、の互!ばから出来ていて，変朽支山岩化作用をうけた輝石支山岩の

熔岩流をともなうっ鳴尾凶は，石英安山岩立の火山活動によってもたらされたもので，お

もに砕屑岩類と熔岩とからできているっ鳥肌l持層は，頁岩と砂岩の互)医iである

第四紀~4は，この;主域の全域に分布し，おもに火山噴出物からできている=下行fから，

浮石賀凝氏岩と熔結凝灰岩とから構成される森崎火山噴出物と支努火山!噴出物，風不死・

忠陪・樽 r~ij 3 火山の活動によってもたらされた風不死火山噴出物・恵庭大山噴出物・樽耐

火山l噴出物・および，河岸に発達する現河川J[積物などにわけられる。

森野火山噴出物と支努火山口員出物は，洪積世に，風不死・，fit!定・樽柿の 3 つの火山噴出

物と， J見河川堆桔物は沖積世lこ，それぞれl属する

IV 新‘第三来日層上よび同時期火山岩類

いさリ 7五るお L.~主ん

この地域に発達している新宿三紀尉は，下位から漁川!函・鳴尾!凶・湖畔崩および、石山国

*lこわけられる 3 このほか，この l忠則に噴出した火山岩類があげられる

IVｷ1 7.魚川層ゐよび同時期火山岩

漁川!ぽは，このJlliJ;;~の北西部の，漁川の上J市h~に模式的に発達してし'Iる。このほか，支

勿il~lの北白戸市JJ 註壁や河南部IIifJ註壁の 1 部にも出出している{この地域内には，このJ山\~~よ

り下位に当る地層は見当らない c したがって，下位屈との関係は不明であるが，上イ立 lこは，

J!(j尾層が整合にのっている J

漁、川!凶は，っき、のような!出子をしめすc

* このj也層の検式地は，この地域の北につらなる，石山地方のラルマナイ川の支流金山沢

である c

土居繁雄・小山内照 (1956 年): 5 万分の 11石山」凶幅説明書 北海道立地下資源調査所
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Nｷ1.4 草花馬出交朽支山岩

N.1.3 湯の沢凝町宮砂岩層

N.1.2 ラノレマナイ川凝可岩岡

N.1.1 金山沢頁岩居

Nｷ1ｷ1 金山沢頁岩層 (Ka)

この地層は，この地域の西北部を流れる ;'f!.' 、川の河岸や河!ぷに露出している、ここでは，

N10 つ~20 つ W· 1Oご ~20 つ WN の走向・傾斜をしめしてし〉るうこの地屑は，すでに刊行さ

れた石山阿国の Jill 岐に発達している，魚川砂岩・頁岩!再からしだしユにかわり，上位にのっ

てくるラノレマナイ川凝灰岩層にうつってゆく〉しかし，漁 rJ11 本流の J:imi~iJ! えでは， ラノレマ

ナイ川凝!長吉屑は全く薄くなってしまい，この止層の上位に，湯の沢凝[:k IT

にのっているつ

この地層の下部は，ほとんど民黒色または黒色の泥 }q 頁岩からできているが，上却にな

ると， しだいに凝民自砂岩の薄冒と互冒する{下出回はおもに町黒色または虫色の，倣密

な泥質頁岩である。ときには，民禄色をした凝!花賞砂岩の薄居と互居する 珪化作用や貨

鉄紅化作用をうけている。上部層は，黒色のお(密な il l: 1iJ貞岩と， r:k禄色の紋 Vi]:な凝!必~~の

互層からできているコ下部層と同じように，珪化作用および黄鉄鉱比作用をうけている。

このほか， 1 部には，いちじるしく粘土イ七{乍用をうけているところもみられるつ

Nｷ1ｷ2 ラルマナイ川凝灰岩層 (Ra)

*この地層は，この地域の北百部，漁rJ11の上流地l或およびその支流祝日攻に，ぅ0' 1!i している c

そこでは， N20コ W.20W の走向・傾斜をしめしているつ

この Jill屈は，まえにのべた金山沢頁岩層の I二位にのる j主屈で，それから， しだいにうつ

りかわるものであるが，さらに，土佐の湯の沢凝!死岩層にかわってゆく

模式J也の石山地方にくらべて， h"'i J手はひじようにうすくなっているが，さらに南の漁川

本流の河岸になると，この地)或はなくなってしまう J そして，まえにのべた金山沢貞行屑

のj二に，つぎにのべる湯の沢凝氏賞砂岩田が直接のっている J おもに，民間色の凝JX!N と

凝!必官頁吉の互円からなり，民~~，色頁岩の薄 1百をはさんでいる:全 [4:1こ tl~・ fj~0~r化作用をう

けている

*模式地は，この地域の北につらなる石山地方のラルマナイ川上流地域である。

土居繁堆・小山内照 (1956 年) :5 万分の 1 r石山一j 凶幅説明書 北海道立地下資源調

査所
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Nｷ1ｷ3湯の沢凝灰質砂岩層 (Yu)

この J~JI可は，漁川のとjiiiむhι'~努iiil !の百白羽it~および社台台地の西南出; (このは l旧の

*[)可市隅)むJi'~に発達している 浦、J[[上流の河岸では， N5C~ W ・ 20 コ W，支努;~IJの四市川岸

では， N40Wｷ25で SWの走IhJ ・傾斜を，それぞれしめしている

漁r，f lrの北川l l!J.h{では，まえにのべたラノレマナイ川凝r-J:岩h;~のうえに， しだいにうつりか

わる関係でのっているしかし，治川流域では，ラノレマナイ川凝川右肩を欠き，金山沢民

主!?肘のーげたに整含にのっているハまた，このj-~日のI二を，市Ii:.罵j越支朽安dr吉が，熔岩Jfiと

しておおっている円支訪日Iの百南川岸および社台台止の河南部では，下位同との関係は，

組察できないが，J-.j;，:には，ijl;間世の河南である夜大r LrDK出物宕が不祥:台にのっている、お

もに凝I，三沙Trからできているが，if]陳凝!ど円の薄日をはさんでいる

砂宕(土， I)~白色からJJ~M~色の中壮またはm中止の凝"1(IT砂;白で， i'}~I}:緑色の凝1}(H'r:i口の

ヲ'Jh-Jjをばさんでいる角棟凝I，}: {';は， J完結色をした'氏rJr守口一のものであるI1ff'};紅化作HJ

をうけている

Nｷ1ｷ4鞍馬越変朽安山岩 (Kp)

L況漁漁tの侃1，川、川川I の !h1ゴj流~市1[;流甘市U!ル初{めカか、らオゴ夕ン 4ぺえυ己叩口川川川叩iv判J円引lリI，'山'i可;J 辺;止主1)同ll~ に完発、j達主している 二のほか， 文支.努{~山j円!円qの百 {Iジ出山川M川Iii町il打fJ往

壁や三市t行、'j川河l咋i戸fにも ih』U計凶/i必II~日引I~

l円叫Jリ叫!山2尼 Ilf~;; で整合におおわれている

'h l'fi川流域では，あとでのべる II!:d I己 l凶の下部をしめるニナノレ、ンェトマナイ川雫I忠岩同が，

うえにのっている しかし，オゴタンペ;間以北の広州で、は， iU宅 lrl1J の下山をにき， _t-: I"!rfSの

行児支山口のぞ'(~沼が，直接，この支朽友dl岩をおおっているコ

IIi'什色または色のが;花:なもので朽支山宕作用をいちじるしくうけている c この

ほか，珪化作目Jや rIY¥J~位化作用もみられる

顕微jJLでお:察すれば，つぎのようであるコ

斜長石は，半白形主たは他形を呈し絹雲母・曹長石・石英および禄泥石などに突っ

て ν る 有色鉱物は，ほとんど禄泥石・禄簾石などに交ワてν るほか，}j解石も生成さ

れて ν る

石基は，脱ifli璃作用によって，小さな粒状の石英に置き換えられている このほか，

誌泥石や絹雲母などもみられ，不規則 72 桔品形の黄鉄誌が散在している

*模式J也は，この地域の北につらなる石山地方の駒内川の支流の湯の流域であるつ

土居繁 ~if ・小山内!胃(1956 年) :51) 分の 1 石山一 I~隔説明書 北海道立地下資源調

査所
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]V .2 鳴尾層

この地同は，オコタンペ湖の北西田山地から， 主笛川流域にかけて)よく発達している。

まえにのべた漁川屈のf創立にひきつづいておこなわれた，石英安山岩質の火山活動によっ

*て，もたらされたものと考えられる。

なお，つぎのような屑序をしめしている。

IV.2.2 オコタンペ湖熔岩

IV.2.1 ニナノレシュトマナイ川集塊岩同

町 ·2· 1ニナルシュトマナイ川集塊岩層 (Ni)

**この集 i鬼岩層は，オコタンベ川の西部山地および主笛川下流流 j或に発達しているこ

美笛川下流の河岸では， N70C
W ・ 30 ニ sw の走向・傾斜をしめしているこ まえにのべ

た漁川屑のうえに整合にのり，この集塊岩層の上位には，オゴタンペ iM]熔岩がのっているつ

オコクンぺ潤熔岩とは， しだいにうつりかわっている。

おもに，石英安山岩質の凝灰I!f集塊岩からできているが，角陳凝灰岩や凝りミ11'砂岩の薄

屑をはさんでいる。

j炎結色から;畏誌色を呈し，角棟状構造をはっきりとしめして l) る粗しような岩石で，か

なり強し〉珪化作用をうけているほか，黄鉄鉱が鉱染している c 顕微鏡で観察すれば，つぎ

のようであるつ

珪化作用によって生成した細粒の石英からなり，その中に破砕した石英・斜長石・輝

石類が散在している c 斜長石は，方解石 fじ・曹長石也・絹雲母イヒして ν るものが多ν。

また，輝石類は，全く緑泥石にかかヲてν る仁不規則な結晶形を呈する黄鉄鉱が散在し

てV る

町 ·2· 2オコタンペ湖熔岩 (Op)

この熔拝は，オコグンペ湖の北部山地に， J.よぐ先J主している c このほか，オコタンペ川

の西部山店にも分布している i胡の北部では，まえにのべた鞍馬越支朽安山岩の上イ~Jこの

っているが，直接の関係は，観察できるところがないので不明である。オコタンぺ川西部

の LIr地では，まえにのべたニナノレシュトマナイ集塊岩属からしだいにうつりかわってい

* 藤原哲夫 (1954 年) :5 万分の 1 I壮漢珠」図幅説明書 北海道開発庁

料 模式地は，この地域の西にワらなる壮渓珠地域の東部にある，鳴尾山およびニナルシ

ユトマナイ川上流流域である c

- 8 ー



る

この'官官のとを，漁民 Ji!JI芝府岩および漁民 i熔岩がおおっている

ネ~~色ないし色の官li~riJ2な G行で，石見の斑iJA山日!LLVf刊{[\f.;

{f作/1乍'Iヤ|ド:川を l;出主くうけているところ lは土訂!〆， I，ピ!く;i山ヨ色を己1 し， イ行， Iι〉児ミ引引刊1中判削札山lはl' 自剖l什}口マのようにみえる また， (:品:出4守二鉄;命、

の;ιじι;染もよくみられる

*Hi~~j;(~で罰禁すれば，つぎのようである

斑品:斜長石 石英子揮石類

斜長石は，半白形を呈し，曹長石・絹雲母などにかわってレるものが多νJ なお， 1

部 l土石英にかわっているものもある

石英は，融銭形を示しており，不規則な制目が発達してし、る

輝石類は，全く託児石にしており，わず、かにその構造が洩ってν るにすぎなし、~方解

石にかわうているものもみられる

石基:ノ、イアロピリテザグ構造主たは政璃質構造を呈してし、る~カやラス・斜長石・揮

石類および磁鉄鉱などが散在してし、る 二次的に緑泥石・方解石・石英などがたくさん

生成されている

N·3 巳柵舞屑

この1"ilih:6jは，イチャンゴ、ソベ川河岸・紋別川 Ij'ifrC河 fj: ・千成川市 1 発電問、JJ'iの河!よ・

支拐ilinih~畔!:付近・樽 r }fjdrP可および多峰山峰山北方の支努洞洞fIでに，それぞれ小規模に時

ll!l している

この地域では， ff"[ と号えられているた笛居やi1日尾!凶などの凶liJがないので，両首との

悶係は不明である しかし，円相と化石とから判断すると，いちおう上作の!凶 II日を示すも

のと考えられるハ

なお，この法!函はつぎのような }~'li;序をしめしている

IV.3.2 水jill砂汗!円

日7.3.1 湖畔頁!日百

IVｷ3ｷ1湖畔頁岩層 (Ko)

支拐;'ii~ ヰ[iMIIlその湖畔からそーラ、ソプに通ずる歩道の切訓に，模式白:J なl£~lJJがみられる c

そのほか，間前dr阿部のシシャモナイ沢の白方山ilL:および多峰山峰dr北方の交努湖詑壁[と

も出Jil している?模ュむらでは， N30~70 W ・ 15~30 NE，シヰ/ャモナイ沢の I有h山地

では N60 コ E ・ 20 SE の定前j ・傾斜を，それぞれしめしている J 下位!凶との関係は，観察

できるところがないので不明であるが，上位は多峰山峰rJ rJ"ft岩・モーラ、ソフ。山熔岩および

-9-



第四紀の火山砕屑岩類で，不整合におおわれている c

おもに，硬貨な泥岩からできているが，凝灰質砂岩の薄!凶をはさんでいる己この地層か

*らつぎの化石を産出することが知られている。

Vermess戸.

Sagaritessp.

うにの破片

日古川色塊状の j;更質泥岩で，細粒ないし中粒の，凝 r*. 質砂岩の?専属をはさんでいるこ石川

質団塊が多くふくまれている。

IVｷ3ｷ2水溜砂岩層 (Mi)

東部地域を流れる千議川の河岸に，模式的に露出している c このほか，地域の北部を流

れるイチャンゴザぺ}l lの河岸・紋別川中流河岸にも，露出している。模式地では N5二~1O"

w ・ 30" E，イチャンコッペ川河岸では N 30"W~N 30"E ・ 25° NE~30 二 SE の走而]・傾 7

J;'!をしめしている。

まえにのべた，湖畔頁岩凶との関係は，直接，観察できるところがないので，不明であ

るが，この地層が上位にあることは，たしかである c

おもに，帯縁日音氏色の細位ないし中位の，凝灰質砂岩からできているが，ひじように粗

粒な凝灰岩の薄層をはさんでいるコなお，砂岩中には，石!長賞同j鬼が多くふくまれているコ

なお，つぎのような化石を採集したっ

Nuculana(N)pernula(Muller)

Nuculana(N)sp.

Partlandia(Portlandelia)lischkei(Smith)

PortlandiaU'.fegayoldia)thraciaeformis(Storer)

Portlandiasp.

Ma ωma sb.

Lucinasp.

Clinocordi ωη colefomceuse (Deshoges)

01ivellasp.

Sz φhonaria sp.

cfr.BuccinurnSf).

Dentaliums戸.

*浦島幸 IIと(1950 年) :支妨湖畔に於ける有孔虫の発見 新生'fl;:の研究 6 号
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Fossilcrab.

IVｷ4 イチャンコッベ熔岩 (ll)

この岩石は，イチャンゴザぺ山(標高 828.9 m) を構成しているほか，支拐湖の北東部品月

往壁にも出出している。

まえにのべた，金山沢頁岩!肖をおおい， 735m 山熔岩やお〔別山熔岩に不整合におおわれ

ている

決)，どれ J~ 色の WH. な岩石で，輝石類の斑 i早1が明瞭にみられる合角閃石石英首通輝石紫蘇輝

石支山口であるつ芯:化作用をうけているつ

顕微践で嗣察すれば，つぎのようである。

斑品:斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石〉石英下角角石

斜長石は，自形または半自形を呈し， Ab39An61 の亜灰長石の成分のものである。普

通輝石および紫蘇輝石とも，結晶の周縁部や割目にそワて，禄簾石にかわワている。

石英・角閃石ともに少量合まれて ν る

石基:微品質で，斜長石ー輝石および少量の石英からなる。輝石は禄簾石にかわワて

いるものが多 ν

IVｷ5 多峰古 l峰山。溶岩 (Tl)

この l- LL: h!，~の田市山;にある，多峰古峰山(標高 661m) および 614.2 m 山をつくっているも

ので，支窃 ii;IJ の 1司君主 IJ 日壁に，閉式?なな時出がみられるでまえにのべた，湯の沢凝!必行屑

や iiJ J畔ti 古屈を不整台におおい，弔問紀の内野火rJ Jn貞山物および、支努火山噴出物で，不整

合におおわれているつ

H山花色からlI ('f~' ，f;色の gJT4 ーな惰 -{=f で，斑 i1111 のあまりみとめられない， 合石見普通輝石紫蘇

輝石支山吉で、ある

顕微 jUi で凱察すると，つぎのようである

斑品:斜長石ご~紫蘇輝石\普通輝石ご石英

斜長石は，半白形または他形を呈し， Ab36An64 で"m 灰長石の成分のものであるコ

紫森輝石・磁訣鉱の微晶を包憂してドる r 紫蘇輝石および普通輝石とも.半白形または

位形を呈し，斜長石や磁鉄拡の微品をふくむ 褐色の緑泥石にかわワて ν るものが多 u、コ

紫蘇揮石は ， X=i:}~ 緑色・ Y={':i~ 黄色・ z= 無色の多色性をもワて ν るづ石英は，不規則

な融蝕形をとるものが多 ν

石基:微品質で，斜長石・輝石類および石英の微品からなり，少量のガラスがみらた

る c

一 11



(杉山清蔵撮影)

第 4 図 多峰古峰山熔岩(合石英普通輝石紫蘇輝石安山岩)

PI: 斜長石 Hy: 紫蘇輝石 Au: 普通輝石

eh:緑泥石 Q: 石英

x85 +ニコル

]v.6 モーラップ山焼岩 eMl)

支拐[胡の東にあるそーラザブ。山(標 II可 506.6 m) をつくっているもので，文拐 iM! の東湖註

壁に，模式的な露出からみられるコこのほか，モーラザプ。 III の北にある v ェモンモーラザ

プrll e標r'， ~j 477m) や，河畔の日 j盆壁の 1 市にも蕗山しているのまえにのべた烏桐!韓同の

下部層である，湖畔頁岩!討を不整合におおい，紋別山熔 Gにおおわれている

II古川色から哨緑色の的密な俳行で，わずかに斑 171 がみとめられる， :t- iJ 児紫蘇輝石??通

輝石安山岩である

顕微鏡で観察すると，つぎのようである

斑晶:斜長石♂普通揮石 J紫蘇輝石 石英

斜長石は， 白形または半白形を呈するものが多く， Ab4o, An60 で曹灰長石の成分をし

めす。普通輝石および紫蘇輝石とも，禄禍色の緑泥石にかわワているものが多い。石英

は，円味をおびた融舘形をとってν る

石基:微品質で.斜・長石・石英・輝石類からなり，輝石類は，ほとんど，緑泥石や緑

12



色角閃石にかわワてν る、このほか，ジンアイ状の磁鉄誌が故在してV る。

(杉山清蔵撮影)

第 5 図 モーラザプ山熔岩(合石英紫蘇輝石普通輝石安山岩

PI: 斜・長石 Au:普通輝石 Hy: 紫蘇輝石

Ch:緑泥石

x85 ートニコル

IVｷ7 紋~ JIj山熔岩 (Bl)

j[努 iiilj の J七百約 2km のところにある，れ';JIJ 日(標|甘 856.8 m) をつくっている熔刀であ

るこ}まえにのべた，イチャンコ、ソペII 1't8 口や二三一ラザプ I (ltW/~をおおい， 735m\(l~ 存行に，

不整 fT におおわれている、このほか，ごく新しい刊にの火山昨屑物にもおおわれている。

II古川 ifj- 色から 11( ， ~:J< 色の常用 r!~ な ιtit :t fで， :?イ[ケミ紫蘇 t平行 ??j 且輝{l ';h[ I~riであるつ

顕微鈍で樹祭すると，っき、のようである

斑品:斜長石普通揮石紫蘇輝石石英

斜長行は，白形または半白]f;を呈し，累，Jlf構造がひじように発達してν る「部分的に

緑泥石や結集石にかわっているものが多"'， -Ab!oAT' 60 附近の曹灰長石の成分のもので

ある 普通輝石および紫蘇輝石は，ともに半白形または他形を呈 L ，禄泥石ゃ j; 解石に

かわっている J 紫蘇輝石は， x= 黄禍色・ Y= i'i~ 費色・ z=i7~黄緑色の多色 'I世をしめして

U 、る

- 13-



石基:微品質で，細粒の石英がモザイザク状にある。輝石類は，椋泥石にかわってャ

るものが多u、。ガラスも少量みられる。

(杉山清蔵撮影)

第 6 図 紋別山熔岩(合石英紫蘇輝石普通輝石安山岩)

PI: 斜・長石 Ch:緑泥石 Q: 石英

x85 +ニコル

IVｷ8 千歳川集塊岩層 (Cg)

支努 [hi] から東に流れる千歳川の下討し約 6km の河岸および河!ょに，模式的な露出がみ

られる。とのほか，樽前山の西方約 4km のところの，支訪湖詰:壁にも露出している。

まえにのべた，烏柵舞屑と断層で接しているほか， 下位層との関係は不明である。この

地層の日立には，樽 111j 川熔岩が整合にのっている c

乙の集 J鬼岩は，百通輝石紫蘇輝石安山岩棟を主体とし，少量の石英担面岩・変朽支山岩

の陳の聞を，同じ岩貨の凝ぼ岩でうめた，凝 J'}(!1:!i 集塊岩である。しばしば，角疎凝ば岩の

薄層をはさんでいる。

この集塊岩の支山岩礁を，顕微鈍で観察すれば，つぎのようである。

斑晶:斜長石/三普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，自形または半自形を呈するものが多く，累帯構造が町、ちじるし V'o 普通輝

石および繋蘇輝石は， ともに他形を呈するものが多く，斜長石ゃ磁針;鉱の微品を包裏し

- 14-
/



てドる 紫蘇輝石は，ほとんど多色性をしめさな lρC

石基:ノ、イアロピリテ f 叩ク組織を示してν る c 微細な針状の斜民石をふくむ褐色

のガラスを主体とし，少量の輝石類もみられるにそのほか，ジンアイ状の磁鉄鉱が散在

してし、る

IVｷ9 惜前川熔岩 (Rl)

博 :jUILr の 2km のところに ?iJ~f を発する， 神前川の本流および支流の河作に民「 11 し

*ている このほか，樽i)jrl rの西方的 1km の附 j[[:にも毘出してし)る

四位汀:こは，千舟JIll守主流守層のーと(立を占めているの

三色または・ 1ど色の机しような岩石で，ところによっては，多孔官である c 杭状出聞

がよく元主している

sTIfW;Z民で凱察すれぽ，つぎのようである

斑品:斜長石、紫ぽ輝石ケ普通輝石

斜長石は，大形の卓状をしめし，曹灰長石~illi灰長石くやら u、の成分である。累，iiF構造

はあまりみ ι れなν へ輝石は，手普通輝石.te'よび繋ぼ輝石とも，続[尼石イヒして，新鮮なも

のは少なし磁鉄鉱を包裏して ν る

石基:ハイアロピリテ f ザク組識を呈する c 斜長石の小さな柱状結晶のあνだを，ジ

ンアイ状物質をふくむガラスが埋めてν るつこのほか，微細な磁鉄鉱が散在してV る

]V.10 漁岳基底熔岩 (Z1 1 )

本*

この熔胃は，西に隣接する壮渓q~図幅内にある j魚店の主!疋をなすものである c まえにの

べた，オゴタンベ四倍岩をおおい，漁岳熔岩でおおわれている

日前 ii色をした，剖密堅硬な古石で，斑品のあまりみられない， 昔通輝石紫蘇輝石友山岩

であるつわずかに緑泥化作用や黄鉄鉱化作用をうけているほか，方解石や石英の細脈が発

達しているつ

顕微践で観察すれば，つぎのようであるつ

斑品:斜長石〉紫蘇輝石竺普通輝石

斜長石は，半自形あるし、は位形をしめし，曹長石化作用をうけて曹長石になワてν る

ものが多 U、っ An55 Ab4 5 附近で，曹灰長石の成分をしめす。

ネ 鈴木醇・石川f費支は， 1933 年に樟前火山および周辺の地質にづVて発表し西山 F部

熔岩という名称で，樟前火山晴出物としてとりあづかワてV るしかし筆者は，層序

的にも，岩質の点からも，鮮新1止の所産と考えてν る c

沖藤原析夫 (1954 年) :5)j分の 1 I壮漢味」凶幅説明書 北海道開発庁

- 15-



普通輝石および紫蘇輝石は， ともに持開"(9.;桔品の周辺部から結泥石にかわってν るも

のが多い。

石基:ハイアロピリテイザク組地をしめすのおもに， 斜長石と輝石頬の微11白からな

り，少量のガラスがみられる 1 不規則 t;.形をした，細粒の磁 fT:~~ が散在して ν る わず

かに流玉県構造をしめして ν る

JV.ll 漁岳熔岩 (21 2)

この J止域の北日 l;唱に，わずかに完達している。このの号に連なる，- ·~Ii宇淀川、 I' 'S] i~ ，']\

内にある漁民(標 I苛1， 308 m) をつくっている情岩である{和馬越支 t1 j'， 之rJ J1';およジ泊、

*rt.);'~)底昨岩をおおい，新民jlの 1そし!?巴信行におおわれている 1

褐色をおびた日古川色の日密な情岩で， fi 通輝行紫蘇石友1-I!1'iである 百に実i)~'J:8G

または，角在来状のところもみられるつわずかに緑泥石化作刊をうけ，民主央卸;のJ.1!:染してい

るところもみられる。

顕微鈍で観察すれは、，っき、のようであるの

斑品:斜-長石紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は， 白形または半自形を呈しわずかに累帯構造をしめしてし、るで AnT-8G

Ab27-20 で亜灰長石の成分をしめしてV る。

輝石類は，綜:泥石に変っているものもある n 紫蘇揮石はほとんど多色性をしめさなむ、。

石基:ハイアロピリテイザク組識をしめし，微細な斜・長石・輝石類の結晶のあν だを，

ジンアイ状のガラスがうめている。

V 第四紀層bよび川時期火山777類

Hh形のところでふれたように， この i山崎の東半部および南部の丘陵fl:の台止を構成して

いるJ'J!. TT系統は，新・ III の 2 つの洪柏世火山IJI:'Jlil物からなっている

IfI 開l の洪積世火If]日員約とよばれるものは.この j也hえの最も丙 C) 段丘[市 (pI r可)によって

も切られるもので，長野火山口白 Jード i物が，これに属するハまた，新時 iの {tIJ~i 世火If!噴出物と

**よばれるものは，段丘堆荷物を f町立した!日 ;:Wi の火山市到によってもたらされた噴出物を泊、

* この i~幅地域内では，発達してνなし、が，北に連なる石山地方で南西部に連なる空沼岳

をつく wっている

土居繁雄・小山内照(1956 年) :5 万分の 1 :-石山 JI却隔説明書 北海道立地下資源調査所

料 土居繁雄 (1953 年) :5};"分の 1 I 白老」凶 l隔説明書北海道立地下資源調査所

土居繁雄・小山内照(1956 年) :57j分の 11石山 JI当幅説明書 北海道立地 F資源調査者
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昧し， t点結凝 Iiノ!〈岩によってJ、?ちょうづけられている支拐火山口出山物がこれに属する

さらに，文窃;lfj t日が形成したあと，この inj誌の l-I-i心をとおる N30Wの出と;同住壁と交

文する I;fj)i にできた風ドァヒ・忠庇・同 [Jリーの 3 つの火山は，きれいな円住!ちをしめし，これをつ

くっている火L!i l[ff ，' I~ 初ぽ，あきらかに，まえにのべた:ム砧世心火[Jrl1nu ，物をが整合におお

っている:これら 3 つの)~I[入をつくってる 11!~Ii\物は， 1[1 1日世に日1するものと??えられる

このほか，まえにのベ )~J!! ii~ の [lrimに先達する dτ錦 J# 出物や，芹河川の二;~に叶イIiする

J佐伯切も INt日出こ属する

っき、に，これまでのべたことについて， I時代の Iiiいもりからのべる c

Vｷl 735m 山吃:岩 (Sl)

;ど窃， '1 111 の北 b%') 1.5km にある標 I' ，~j 735mI[I をつくる市計である一 fh山貞行 II~Ji ・イチャ

ンゴザベJ! r的行および・'J[ [r J:Z;岩を不繋合におおい， )忠()B;巨大If!初的!の口長山物である川県

火[ [II)':!:.，!!こ，不整台でおおわれている。

II~ii火 If色の :YiH1~竪地な J{~f行で，判長千二iおよび輝行如の理Jilllが II日にみとめられる i'(j: .ill1

(i'~UJ清蔵境影)

第 7 図 735m 山熔岩(普通輝石紫蘇輝石安山岩)

PI: 斜長石 Hy:紫蘇輝石 Au 普通輝石

x85 十ニコル
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輝石紫蘇輝石安山岩である。

顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜長石、紫蘇輝石二〉普通輝石

斜長石は，半白形または他形を旦し，輝石や磁鉄鉱の微晶をふくんで、v る。紫蘇揮石

および普通輝石の両輝石は，半白形または他形を 2するものがおおい c 紫蘇輝石は， xｷ
y= 淡褐色・ z= 決禄色の多色性がむ、ちじるしむ、。

Vｷ2 森野火山噴出物 (Mv)

支須[問の両市 iir9?'t 壁に，模式己?な露出がみられる。新宿 J紀!凶および同時期の火山岩頃

Om ，] ll 同・鞍馬越交朽三Ll r~:;- ・多峰古峰Jl Jt0;岩)を不整合におおい，支劫火山 nfi l1汁勾に不整

*合におおわれている

淡紅色をおびたII山花色の寺石見角間石昔通輝石紫蘇輝石交rlr岩ffの』陪~~占凝り〈岩で， f王

lem からlO em ていとの変朽支山官・輝石安山岩. ff]Il J石'tz: rlr1 ラ・頁岩・花開岩などの

岩片を多くふくんでいるつ

顕微践で観察すると，つぎのようである。

大部分がガラスで，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・磁鉄鉱・角閃石・石英・黒雲母な

どの破砕された小さな結晶がみられる。

斜長石は，不規則な融鈍形または破砕された細片としてみられるコ輝石は，紫蘇輝石

および普通揮石とも，融舘形または破砕された細片で，磁鉄鉱をふくんで u、るものが多

ν。大部分をしめているガラスは，補色の粒状をしめし，浮石を多くふくむ，このほか，

角閃石・石英および黒雲母も，少量みられる。

V.3 支勿火山噴出物

社台台地，千歳川河岸，状別川 jiiJ 戎，漁川流域およびイチャンゴザベ川流民に，広く分

布しているコすでにのべた新市三紀の広岡や同手刀 iの火山岩担はし】うまでもなく，市内紀

* *ネ
の野l院)丙， r苛イセ段 i王棟層および中位段丘棟)刊を不整合におおい， ;11 1日世の産である，忠:

* 筆者は，「白老J i翠幅説明書の中で，高位段丘lt積物(標高 300m 附近)および中位段

丘堆積物(標高 180m~200 m) に，不整合におおわれていることを，明らかにしてヤ

る d このような事実から，この火山噴出物は，この地方の最も高位の段丘面形成以前の

ものである

土居繁雄(1953 年) :5 万分の 1 I 白老」図 l隔説明書 北海道立地下資源調査所

料 この地域の北および市にヮらなる石山地方守口白老地方で，明らかにされてν る

土居繁雄 (1953 年) :5 万分の 1 i 白老」圃幅説明書 北海道立地 F資源調査所

土居繁雄・小山内照 (1956 年) :5万分の 1 r石山」凶幅説明書 北海道立地 F資源調査所
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庭火山口貞 li; 物や同吋火山口白 li;物に，不整台におおわれている

おもに， i手イ [1T凝'J~岩と叩:凝:ぺ 'ttからできており， ~/;れからつぎの 5 つの市円に l天分

することができる

里平j子石屑V.3.5

:ち 2 f守]交努肝不it凝 I之官V.3.4

自伝 j手{if 百V.3.3

市 1 間交努r(t~~占凝!J~r;V.3.2

社-h i'! 行!日

この支妨火山iTtf出物は，すでに筆者と小山内照とによって，白老地方では 5 相，石山

地JJでは 3 相に I'Z別され， うち帰結 i%F灰干:;士前者では 2 相， f走者では 1 相だけであるこ

*とが，明らかにされてν る ここの地Jえでは. 2 相の帰結凝灰岩がある この 2 相のう

ち， Tf立のものを第 1 期支場情倍凝灰計，上位のものを第 2 期支坊t~惜凝既存とよぶこ

とにしたーなお，石山地方に発達している惜桔凝灰守は， fi- 相からみると第 2 期支妨熔

結in子灰持;こ 1日弁するものであることが，明らかになった

V.3.1

社台浮石層 (SVl)V.3ｷ1

このほか，この j古川の丙南部にある社~ご坊の河 i有田 j~~ 暗に模式りな民間がみられる

まえにのべた夜野7477 よI' J 止から， 1'1: :1 堤 it 山 j·lJi にうつりかわる附辺の :~tct: にも露出している

火山 II et!: \物・ 1\~lJ1\~ 段丘礁 h: g{ および中川段正時!討を，不整 fT におおっており，この汗行何の

1-:1，'(には， ;:f~ 1i判長拐t{~結疑;')~Gがのっている

II(i!)~ 色または;えれ色をイIfびた!と，-~色の机しような凝民有で，挙 j討、ら人巧大の j予f1礁を，

このほか，少泣の時イ一千三r[J~守 o :t-f!#・ FE悶岩などの~~庁をふくんでい多くふくんでいる

る

しかしながら，支拐川河71??ii の変化は，i[~[r" U:jl こもよ平ヲにも，あまりはげしくなし

i石川 ~/;~~ 暗に同 J11 するものは， X努;円より速くはなれた白{;:;'lL: tj に発達するものにくらべて，

i'?- イ[慨をふくむ 1tJ 守も多く， f壊もペきし

第 1 期支努熔結凝灰岩 (SV2)
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~え:坊主i1 lfFCi l干pi!j;:;，:n望に模式リな17ii II 日がみられる

ま

えにのベナニネ!:ずII子

土);Ji繁雄・小山内県 (1955 年) :北海道の i情結凝!死守 地球科午 23 ',}

土居繁椴・小山内照(1956~) :νわゆる支妨i、尼ト{317について 地質誌Vo162

分布範凶がひじように小さレりで、地質iズl では省略した
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日灰色で， +J~~えに主IJげる持ちょうをもった，角i深長I)く岩;[えの，合石見角閃行 fi-通輝石紫

蘇輝石交山k; 'Eミのものである。 ;H~石のはさみをふくんでいるほか，輝Li友JJI岩・忠色頁

岩・砂岩・花tid岩なと、の iii]獲行片がyい c

j}H徴鋭で組察すると，つぎのようである

ガラスを主体としてν る)量は少なνが，斑l晶状に斜長石・紫蘇輝石・普通輝石およ

びわず、かの石英・角閃石などをふくんでし、る c そのほか輝石安山岩・砂岩・頁許・深成

岩様の捕獲岩片がかならずみられるコ斑品鉱物は， 白形結晶もあるが，多くは破砕片と

なワてν るつ斜長石は，わず、かに累布構造を示す曹灰長石であるコ

ガラスの形態には特ちょうがあヲて，それは全域にわたづてほとんど変イとをしめさな

ν。放散虫泥土のような形態を示す透明なガラスと，その問を埋める jjf禍色のガラスと

があるとこれらの rl::Tに微細な不透明鉱物および微細なクリストパル石の結品が散在して

ν る c このようなものが，岩石の主体となってV る。

(杉山清蔵撮影)

第 8 図 第 1 期支坊熔結凝灰守(合石英角閃石背通輝石紫蘇輝石安

山岩質帰結凝灰岩)

PI: 斜長石 Q: 石英 Ho: 角閃石

G: 透明なガラス Gb:褐色ガラス

x85 II ニコノレ

V.3ｷ3 島松浮石層 (SV3)

漁)I I ・イチャシコサぺ川・紋別川・下段川の河'-Iそ・ 5く;坊間の阿南山立壁の二HE.およびj也
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域の百点にある社六台地から， JJ·. p:;t 'it山止にうつりかわる辺正に，それぞれ露出している c

文須刈の北}jl也.h!~では，まえにのべた社台if百 iraj および IltJLど努惜桔凝1J〈岩を欠き，新

第三紀!凶，同時間の火山岩組・ 1\-;J1立段 li.J佐伯物を，不整合におおっているごこれに反し

て，社台六止では， :n11 りJx 坊熔結凝 Iチ〈引のうえに整合にのっている小このちがいは，社

台j手伝ゃ 1 市IS ど窃情結凝川むをもたらした;占動が，北万 J出l"~ にまでおよんでいなかっ

たことを，物川託っているものであろう この浮イ ih イのヒには，市 2 明文境的信凝川行がの

っている

ば白色または川色の判しような凝民主;で，字べから人:!li たの浮行操と火 dr~Nr 干のあいだ

を火山氏でうめたものである乙

穴相は，すでにのべた社台浮行 ii"'; と同じように， if~[IIL 山に水平にも，あまりちがわな

Goo しかしながらえ;拐川に近くになるにしたがって，この凝!必岩にふくまれている汗行棟

はたきく，はも !y くなる傾向がみとめられ， ;1 行Til 柴崎店状を呈する lコ

V.3ｷ4第 2 期支籍熔結凝灰岩 (SV4)

(杉山清蔵撮影)

第 9 図 第 2 期支;妨!宗結鋸灰岩(合石英角閃石普通輝石紫蘇輝石安

山古賀J;完結 J野灰岩)

PI: 斜長石 Hy:柴蘇輝石 Ho:角閃石 Q: 石英

Mg 磁鉄鉱 G: 透明なガラス Gb:褐色ガラス

x85 1/ ニコル
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第 10 図 支坊火山噴出物の分布

-So

"Z4

"'2

15 20Am

園田支物火山噴出竹

,-;- 第 2 期支勿熔結凝灰岩分布範囲
、句ーが圃ー

(#〆 繍 i 期支幼熔結凝灰岩介布範囲
、、ー、ーー

一一

ちあん さもベコ 巴"~うさん itい ま ζまない

Ku 倶知安 Ki 喜茂別 Zy 定山渓 Ma 駒内
ち とせ '-こまこ'"い

Sa 札幌 Ch 千歳 T 苫小牧 Sh 白老
N の!まリ くつ むち らん ザてもんべつ

0 登 別 Mu 室 蘭 Da 伊達紋別
ぬきペつ まうらい

1.貰別岳 (994 m) , 2. 蓬莱山 (980 m) , 3. 札幌岳 (1294 m)

4. 岳 (1318 m) , 5. 小漁岳(1275 m) , 6. 岩;言岳 (1320 m)
たるまミ λ(' "， ~1)んべつ

7. 紋別岳 (856 m) , 8. 栂前山(1024 m) , 9. 徳舜瞥山(1322 m)
Lま わし〈コ

10. オロフレ山(1 230 m) , 11.東馬山 (1040 m) , 12. 鷲別岳(911 m)
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島松;引51片が発J圭するほとんど主J也減にわたって， JL くうjイIi してし)る J 島松下子五属の上

位にかさなり，豊平;手石!討におおわれている

任状fir];弔ーが発達し主君mEのようなヰ観をした， 台石見角[吋行日通輝行紫低輝行友山岩

宵のものである fl白川色を呈し， ';CrJJ岩礁・黒色頁岩礁・汗石礁を多くふくみ，凝!死 1ff角

棟計状あるいは凝!長官案 J鬼吉状を果する

岩相は，一様でなく，水平的にも垂直~~にもかなり変化してし)る。

伊uえば，社台台地の支努 ;1円往壁の露出には jii 理構造が発達し，黒曜石のはさみをふくみ，

i芥岩流のようにみえる凝 I'J~角操岩状のものが発達している c ところが，社台台地の南市に

なると， tt:: 支出理はあまりはっきりしない，凝 lチ:色雫 I史官 jJ: のものにかわっている J

JT~II'{ ', :Jtei:l+':i'十日の変化をみると，柱状目立の完宣する， '，;:{;t~7inf;j えの ~~l )1il の h下に，やや

判|しような，凝交官伐の相をともなっている 国微鈍で訳察すると，つぎのようである。

合石英角閃有普通揮石紫蘇揮行安山質のものであって，ガラスを主体として ν る l 斑

品状;こ斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および少量の石英・角閃石などをふくんで丸、る l こ

のほか，砂岩・頁岩・珪岩・混成 Jt:' 様の捕獲宕片がみとめられる

全fit 璃質担程去をしめし，ガラスの形態には特ちょうがあワて，それ;士全 J~A: にわたって

安之をしめきな u、っ放散虫泥土をおもわせるような，透明な力、ラスと，その間を禍色の

ジンアイ状のガラスがうめているヘこれらの中に微細な不透明広拘，および微細なクリ

ストパル石の結晶が散在している

V.3ｷ5豊平浮石層 (SV5)

品川 ;nU~{ ， イチャンコ、ソベJ[ [ifr[上司{・干'(別川 jオレベ・下武川河岸・ソJj長川河岸に li7-~UJ し，社

台六J'Ui:二日;く発達しているコ:不 2 明支坊収拾:疑ぺ11干の -l:(立にのり，低 fjL段;主陳 !r1q ・月'尽火

r[I''J~! 凶および博 i j{ j火山噴出物などに，不整合関係でおおわれている c しかし，漁川 I二流 j由

民では，まえにのべ 7こ鳥?と~ (、 y.， rlIF~i や， 2\jjJ~ピ坊市占凝ぺ岩を欠いて， [I叶あ新市三紀)F4

の I二(こ，不整合にのっている

U~白色の Hl しような凝児岩で，多誌のj手行時や火山宕の小さな礁をふくんでいるハ全般

を通じて号制の変化にとぼしく，ほとんど円珂をしめしていな l )0

Vｷ4 Jffil 不死火山噴出物

文努は号その内側に，標 I台 1 ， 103.5 m の Jgi~ 石先日があるべ この山体は，おもに，火山咋

J討物と山吉とから構成されており，かなり泌宮町下回をうけでは II るが，円}~~Jf~火 rtl の)巳を

のこしている この大rJ I体を構成している周‘ィ;泥火山噴出物はミ崎集 J鬼岩層・金次 n[) 沢

早期 17W ・ 1 明情吉・時畑の沢情浩凝児 ZJ ・ 2 間情官および市 3 明i山吉に，それぞれ
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細分することができる

Vｷ4ｷ1 大崎集塊岩層 (FVI)

この噴出物は，風不死 f7i 北側の支勿出 I]岸に模式的な露出がみられ，この火山体の基底を

なしている「このほか，時

畑の沢と流およびシシャモ

ナイ沢ーと ilrC にも民してい

る。

おもに， Utj 品輝日紫蘇輝

石支L! r1fiの蝶をふくむ i疑， 1)(

R 集1/l(L 岩であるが，火山砂

よりなる砂完の巧!刊と互 !P!q

する c

1I古灰色の安山礁の問を，

黄褐色の砂丘凝;)，~岩がうめ

たもので，このなかに，珪

化木の防庁が .!y くふくまれ

ている

V.4.2金次郎沢集塊岩

J冒 (Fvz)

第 11 図 風不死火山明出物の112下部を占めている大

;i~j>集塊岩層(持通輝石紫蘇輝石安山宕 fi集塊許)

このI1C~店己ιι:出:己拘(はま，金h知j次;え二Uωj口山日沢!に二慎羊記式iにJ\ な〉詐』う桁}

出 J出t卦i している 〆jた?三ミ崎[日un九託ttl出拘の Iと二(仕立にのつている おもに号車三J沌忠J町町't;:;昨店:7i;岩』占fから構!此J戊足されているが，

上 i郎引叩i』市i日; は i凝受読号 I，りピJ

夕外トt悟観}丸1 は， II山II刊:色のヨイL'I1な，紫戸:社草通揮 ζIII呈;ーをふくむ主J厄岩であるの凝

灰白雫J忠岩は， 下山;の集塊')，~:t岩と/~く間三のもので， 'iz:ill{~i (7)1深の iiil を円相色の凝岩

がうめている

この紫蘇輝行 11 通輝行支山 "G を散みとで民主すると，っき、のようである

斑晶:斜長石普通輝石紫蘇輝石

斜長石は，半白形ある νは他形を主し，輝石類の小さな粒状結品を包裏して ν るつ

紫蘇輝石 4むよび普通輝石とも他形を示すものが g \，-、 c 紫蘇輝石は，ほとんど多色性を

示さな νl

石基:ハイアロピリテザク組織をしめし針状あるいは拍子木状の斜長石，および輝

石類の微品を，補色のガラスがうめて ν 乙 なおクリストパル石・磁鋲鉱をふ、くむ外
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v.4.3 第 1 期熔岩 (FV3)

;ifr¥.{;ヤb' ~rf rf ドの市(Hi Jおよび，首相 I): 二戸点目しており，あとからのべる，市 2l りl府岩によって

おおわれている 斗[十人ば， il(i:j}~ 色の戸官 1·\1 日どな岩で，ょっ:寸には宅 JltVtff のところも九

るへ 引 j三円の只珂 U，山I，日l刊l

h日山引(仕 if快l吹可~{j) 民花f立tで場帆:祭すれぱ， つぎのようである

斑品:剖長石紫蘇輝石普通輝石

判長石;士，白 Jr;. 主たは半白 if;' をし，部分的に段泥石に交って ν る 再通輝石おムぴ

紫蘇埠石とも半白形または{也形を主する 紫蘇輝石は，磁鉄鉱や斜長石の微品をふくみ，

多色性 :t ほとんどしめきな v 、

石基:ハイアロピリテイザク trl 識を叫し，拍 f· 木状の斜・長石および輝石頬の微 lih のあ

νだを，ジンアイ状の方、ラスがうめて ν るへわずかに流理構造がみられる

vｷ4ｷ4第 2 期熔岩 (FV4)

!試行先火山 f4~の南側に分布しており，本 3 l{jJti:t岩におおわれているほか，新開!の神山口火

J! r IJfW\r0で不整合でおおわれている

斗間{ま， Uf'iI:).~ 色または U!"i 褐色の犯しような ，.r 8 1f iで， 14:G~}f=';:J には，情結凝 I'X.岩のようにも

みえる，だ通輝行紫蘇輝行支 rfJ 岩である

顕微 ji~'~ で組察すれば，つぎのようである

斑品:斜長石紫蘇輝石普通輝石

斜・長石は，半白形ある Vは他形を IZ し，輝石の微晶を包裏して U、るつ紫蘇輝石および

普通輝石とも他形を示すものが多 ν，紫蘇輝石は普通輝石の反応禄がみられるのほとん

ど多色性をしめさな』、ご

石某:ハイアロピリテ f ザク組織を弔する 拍子木状の微細な斜長石や，不規則，粒状

の輝石類のあ νだを，決褐色のガラスが埋めている?少量の磁鉄鉱およびクリストパ/レ

石がみられるつ

v.4ｷ5蕗畑の沢熔結凝灰岩 (Fvs)

風イJ死火rJ r 体のJtp可側にある，出畑の沢に模式古:Jな民出がみられるこのほか，火山体

の北側にも発達し，湖岸に断ザーをつくって同日j している 大崎雫J~宕屑および金次郎沢集

J史~r-i ，h;~; の r-.i;~ Iこのっていることは確冗であるが，ほかの i出岩間との関係は，間察されると

ころがないので，不明である

loU色の :y孔T1 なた角閃行汚通輝;日告~;台東輝行主 I Lr岩の時を多くふくむ，凝同?と[集J抱宕様の

m結凝!グヴzfである 注目Jではあるがれづた;~I〆ベが主宰している」疎および早;T'lを，顕微肢

で組祭すると，つぎのようである。

1 諜，斑品:斜長石紫蘇輝石普通輝石角閃石
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斜長石は，破砕取を呈するものが多く，磁鉄鉱の不規則な円形結晶を多くふくんでV

る。紫蘇輝石永I よび普通輝石とも，融蝕形を呈し，紫蘇輝石は，普通輝石の反応縁をも

つものが多い c 多色性はほとんどなνL

角閃石は不規則;な破砕片の形で，少量ふくまれてν る。

石基:ハイアロピリテ f ザグ組識を 51 する c 拍子木状の斜長石および粒状の輝石類の

f般品のあし、だを，褐色のガラスが埋めてし、る

2 基質 合角関石普通輝石紫蘇輝石安山質のもので，ガラスを主体とする:斑晶状

に斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および少量の角閃石をふくんで」、る τ このほか，砂岩・

頁岩・深成岩様の捕獲岩片をふくむ。

政璃質組織をしめし，透明なまる昧をおiびたずラスの聞を，褐色のジンアイ状のガラ

スが埋めてν る。

(杉山清蔵撮影)

第 12 図蕗畑の沢熔結凝灰岩(合角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩

質熔結癖灰岩)

PI: 斜長石 Hy: 紫蘇輝石 Au: 普通輝石

Ho:角閃石 Gb:補色ガラス

x85 II ニコル

Vｷ4ｷ6 第 3 期熔岩 (FV6)

風不死火山体の北東!I;llj，および頂上F付近に発達している c まえにのべた，全ての噴出物

をおおっているつ

fI音灰色の軟かい，合石英紫蘇輝石皆通輝石安山岩である。 顕微践で観察すれば，つぎの
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ょうであるつ

斑晶:斜長石:\普通輝石\紫蘇輝石テ石英

斜長石は，半白形または拍子木状のもので，不透明鉱物の包衰物が多」、c 紫蘇輝石お

よび普通輝石は半白形または自形を呈し，斜長石・磁鉄鉱の;J、結晶を多くふくんで ν

る 紫蘇輝石は x=y 黄禍色・ z= 決禄色の多色性をしめしてν 乙 少量の融蝕形を示

す石英をふくむ。

石基:ノ、ィアロピリテイザグ組織を 1止する J ジンアイ状の褐色ガラスのなかに，針状

ある νは拍子木状の斜長石，および粒状の輝石類の微品をふ、くむーこのなかにクリスト

パル石，磁鉄鉱もみちれる。

(杉山清蔵撮影)

第 13 図第 3 期熔岩(合石英紫蘇輝石普通輝石安山岩)

PI::斜長石 Au:普通輝石 Hy: 紫蘇輝石

Q: 石英 Mg:;磁鉄鉱 G: ガラス

x85 II ニコノレ

Vｷ5 恵庭火山噴出物

75 庭 Iff (標 l苛 1 ，319.7 m) は，え:境問 jを隔てて，すでにのべた風不死民に相対する，急峻

な円出 itラの火山である c この火山体の構成物は， J;Ji~イミ死火山にくらべて，熔岩を主とし，砕

片的地出物のひじように少ないことが持ちょうである c 頂日付 ;cc には東向の大火口と，そ

れより市プ jに延長した J7長 c )~PJ 目がある。その '~lj 目は，ポロピナイ沢となって川辺に達して
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*いる}兄イま， 2ilJ日の III の数個所の噴気孔から[日取引している

この'に山、;を構成する恵庭火r !J r噴出物は ~til円から，つぎのように細分することができる。

Y.5.11 恵庭 fft: 桝岩

v.5.10 6 羽信号 Ef

V.5. 9 お 51 明r8 岩

V.5. 8 ポロピナ沢集j鬼~;円

V.5. 7 第 4W !'J$岩

V.5.6 市 31明熔岩

V.5.5 第 2 期熔岩

V.5.4 第 1 期熔岩

Y.5.3 月寒火山灰層

V.5.2 恵庭浮石屑

V.5. 1 丸駒集塊岩層

Vｷ5ｷ1 丸駒集塊岩層 (FVI)

恵庭火山体の基底を構成しているもので，丸駒温泉両方の一部山整およびオコタンベ川

の川口の北東方の一部山麓に，それぞれ露出している σ この集塊岩層は，あとから噴出し

た，いろいろな熔岩流によって，おおわれている ο

褐色・浪褐色あるいは紫色の角ばった安山岩礁のあいだを，火山砂でうめた.汗通輝行

紫蘇輝石安山岩日ーのものである。この集塊岩の支 ;[J 岩礁を，顕微鏡で観察すれば，つぎの

ょうであるつ

斑晶:斜長石〉紫蘇輝石:二、普通輝石

斜長石は，ほとんど他形を旦し輝石類の微晶を多くふくんで u、るコ紫蘇輝石および

普通輝石の両輝石ともみとめられ，ほとんど他形を呈する。紫蘇輝石は， x=y決褐色，

z= 淡禄色の多色性がみられるつ

石基:ハイアロピリテイザク組識を呈する。針状あるいは拍子木状の斜長石，および

粒状の輝石類のあ νだを，禍色のガラスが坦めている J 不規則な形の磁鉄鉱が散在して

旬、る c

V.5.2恵庭浮石層 (EV2)

ポロピナイ沢のド流河岸に，模i~I: ，'i"Jに脱出している。このほか，ポロピナイ沢の川口よ

ネ 田中館秀三によれば， この火山の活動刑式は， 先ず、火口中心から放射状に割目ができ

て，それより熔岩が岩脈状に噴出したが，最後の噴出のときは，大きな割目が東北山麓

にできただけで， ~J溶岩の噴出はなく，割目はそのままのこったものと考えられてV る。
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り交努i ，1n湖岸にそうで ~;j;~畔 f~)]1こ約1.5 km の聞にも時出している。ここでは，湖盆壁にそ

って，へばり i卜、

い， 忠庭岳由[噴噴出物の悟岩類および月，宋烹火山!川Jφ《よ尺灯(汀!居呂でおおわれている

おもに径 5cm~lO cm ていどの汗七.礁から構成されており，まれに径 20cm~30cm の

大きな浮石棟や， 5cm~lO cm ていどの火山礁をふくんでいるご外観は，風化作用をうけ

て， Iクミ褐色をしめしている

斑品:斜長石紫蘇輝石普通揮石

斜・長石は，融舘形を呈するものがおおく，褐色のガラスを包裏してν るハ紫蘇輝石お

よび普通輝石の両輝石とも，他形を呈するものが多い〕紫蘇輝石はほとんど多色性を示

さない。

石基:球璃質組織をしめしているご透明なガラスの聞を，繊維状のガラスが埋ている。

Y.5ｷ3 月寒火山灰層 (EV3)

f由民の北部および北東部に， I.よく分布している 新市三紀屑および岡崎町の火山忠実止は

いうまでもなく，交努火山噴出物をも，不整合におおい， l:.U)'~の北東市では，樽白fj)に山n白

出物で不整合におおわれているぐ

おもに， 1壬 1 cm~3cm ていどの浮石礁からできているが，火山氏もともなわれている c

外観は，白色味をおびた褐色を呈し，下部;(ま浮石疎から，上15は，ほとんど汗石百の砂

から構成されている?なお， この上ιの汗行1・の砂からできている市ノ庁(ま， ロームにかわ

っている

厚さは，I，ど !ilに出;11 した地域が最も厚く， 3m をこえているが，遠ざかるにしたがって，

早さを減じている

*Y.5ｷ4第 1 期熔岩 (EV4)

火山[本の東笠に分イ iT し，丸駒温泉からボロヒナイに至る，支拐[同の;占 iJI芋に出出している。

丸駒集塊岩層の j二 f")( にのり， 2 閉じ?官および 4 間信岩におおわれている

黒色の in しような岩石で，斜長石の珪!日が 11;~ij (J tにみられる， 汗通輝石告書 fi，，¥ 輝石支山岩で

ある

顕微鈍で蹴祭すると，つぎのようである

斑品:斜長石'紫蘇輝石、〉普通輝石

斜長石;土，半白形を呈するものが多く， Ab55An45 附近の曹灰長石の成分をしめして

ν る 紫蘇輝石および:普通樟石とも，半白形または他形を呈している J 紫蘇輝石は x=

*高安昌明;士， この熔岩を丸駒熔岩として記載してν る

高安昌明(1948 年) :石狩i主i志庭岳附近の地質 北大理修論(手記)
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Yi炎褐色・ z=決緑色の多色性を示す。

石基:ハイアロピリテ f ザク組織を呈する c 重十状あるいは拍子木状の斜長石，粒状の

輝石類の微品のあいだを， ジンアイ状のガラスがうめており，不規則な形をした磁鉄鉱

の微晶が散在している。

Y.5ｷ5第 2 期熔岩 (EV5)

火山体の東南傾面の中腹部に露出している。丸駒集i鬼岩層および第 1 期熔岩の上位にの

り，第 3 明熔岩および第 4 期熔岩におおわれている。

暗灰色の粗しような岩石で，会l長石および輝石類の王室品が明瞭にみとめられる，普通輝

石紫蘇輝石安山岩である。

顕微鏡で観察すると，つぎのようである c

斑品:斜・長石〉繋蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，自形または半白形の結晶が多く， Ab60An40 附近の曹灰長石の成分を示し

てν るつ紫蘇輝石および普通輝石の両輝石とも，半白形または他形を示し，結晶の周縁

部は磁鉄鉱にとりかこまれていると紫蘇輝石はほとんど多色性を示さな \"0

石基:ガラス質で，わず、かに拍子木状および粒状の斜長石の微晶をふくんで ν る。こ

のほか，磁鉄鉱の徴品が散在し，グリストパル石も少量みられる。

V.5ｷ6第 3 期熔岩 (EV6)

火山悼の:寺側斜面に発達し，南笠の湖岸に断崖をつくって露出している。他の噴出物と

の関係は，不明である。しかし，む形から判断して，丸駒集塊岩層をおおい，第 4 期熔岩

および第 6 明熔岩におおわれていると，芳えている。これら相互の関係については，今後

の問題としてとどめたい。

暗灰青色あるいは黒色のやや柏密な岩石で，判長石の斑品が明瞭にみとめられる，??通

輝石紫蘇輝石支山岩である。

顕微鏡で観察すると，つぎのようである。

斑晶:斜長石>紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，白形または半白形を呈し， Ab55An45 の曹灰長石の成分である。磁鉄鉱を

多く包裏してし、るっ紫蘇輝石および普通輝石の両輝石とも，自形または半白彩を呈し，

磁鉄鉱をふくむつ紫蘇輝石は，ほとんど多色性を示さな ν 。

石基:ハイアロピリテ f ザグ組識を示しているつ長柱状の斜長石および不規則な形の

輝石類のあ νだを，ジンアイ状のガラスが坦めてし、るつわずかに流理構造を呈してい

る。

V.5ｷ7第 4 期熔岩 (EV7)

火山休の百 (~IJf，'i面に発達し，オコタンベ川の河岸 Iこ，断崖をつくって話出している。他
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の噴出物との関係は，不明であるついちおうよ由形から判断して，まえにのべた第 3 期熔岩

の上位で，第 5 明'n~岩および市 6 期情岩の下位と考えておいたコこの問題については，今

後，再検討をする必要があろう。

ば色または日古川色の，やや倣密な岩石で，判長石および輝石類、の理Ji71が明瞭にみとめら

れる，台かんらん石廿通輝石紫蘇輝石支山岩であるコ

顕微鈎で翫察すれば，つぎのとおりである勺

斑晶:斜長石\紫蘇輝石〉普通輝石、のふんちん石

斜長石は，自形または半白形を呈する，曹灰長石から亜灰長石の成分のものであるつ

かんらん有は，ひじように少量で，緊蘇輝石の反応、緑がみられるつ

石基:ハイアロピリテ f ザク組触を呈する。細かな拍子木状の結晶の斜長石や粒状の

輝石類のあνだを，ガラスでうめている勺殻鉄鉱の不規則な結晶が散在している。

V.5ｷ8第 5 期熔岩 (EVB)

火山体の北f日1] ，tiT日に発達しているつ;右 4 開l'!:(;岩および，あとからのべる市 6 明情岩との

関係ば，不明である勺

時椙色の in しような岩石で，判長石や輝石類の斑品がみとめられる，普通輝石紫蘇輝石

'定 LLr岩である。

~:日徴Eiで観察すれば，つぎのようであるつ

斑晶:斜・長石デ紫蘇輝石市普通輝石

斜長石は，自形または半自形を呈し， Ab55An45 で，曹灰長石くやちいの成分を示す。

紫蘇輝石および普通輝石とも，自形ないし半白形を呈し，結晶の周縁部は，磁鉄鉱また

は，赤鉄鉱にかわうているものが多いコ紫蘇輝石は，ほとんど多色性をしめきない。

石基:ハイアロピリテ f ザグ組織を呈する c 煙冊状の斜・長石および輝石類の微品が禍

色のジンアイ状ガラスのなかに散在して ν るつ

Y.5ｷ9第 6 期熔岩 (EVg)

火Ifr(主の東何回に発達し，ポロピナイ沢[こ大きな断出をつくって露出している士市 11明

情岩および市 2 問熔岩の上位lこのり，ポロピナイ集i史岩)討におおわれている

日明色または黒色を呈する散許な岩石で， :fltrlf? lのあまりみられない，合かんらん石??通

輝行紫蘇輝行支Lfr~riである

顕微~h'~で観察すれば，つぎのようである

斑品:斜・長石ご莞蘇輝石 普通輝石;のAんらん石

針長石は，自形または半白形を呈する，曹灰長石から亜灰長石成分のものである。か

んらん石はひじように少なし、。

石基:ピロタキシテ f ザク組識を呈するコ斜長石と輝石類、の微晶からなり，不規則な
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形の磁鉄鉱が散在している。

V.5ｷ10 ポロピナイ集塊岩層 ([VIO)

この集塊岩は，第 6 期熔岩と同じように，火山体の東側斜面に発達し，ポロピナイから

恵庭岳に登る，登山道路によく露出している c 第 6 期熔岩の j二位にのっているョ

第 6 期熔岩の不現則な礁のあいだを，褐色あるいは黄褐色の火山砂で隈結したものであ

る。厚さは薄く， 3m をこえることはないようである。岩目の記載は，まえにのべた市 6

期熔岩と同じであるので，省略する。

V.5ｷ11 恵庭岳熔岩 ([V l1)

恵庭岳(標高 1，319.7 m) の頂上部をつくっている，もっとも新ししユ熔岩で，火口壁に

よく露出している。

褐色を帯びた南町色または暗;}~青色を呈し，合 i長石および輝石類の斑品が，はっきりと

みられる，合かんらん石紫蘇輝石普通埠石友山岩である。

顕微鏡で観察すれば，つぎのようである c

斑晶:斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉かんらん石

(杉山清蔵撮影)

第 14 図 恵庭岳熔岩(合かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩)

PI: 斜長石 Au:普通輝石 Hy:紫蘇輝石

01:かんらん石 G: カ9 ラス Mg: 磁鉄鉱

x85 Ii ニコノレ
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斜・長石は，官灰長石からIll:灰長石ぐら Vの成分のものである かんらん石は，残品と

して残った，ひじように少量なものであるコ

石某:ノ、アイアロピリテイヴク羽識を示してν る(拍子木状の斜長石の微晶のあνだ

を，褐色のガラスが ι めてν る 少量の輝石類および磁鉄誌が散在してν る。

V.6 博前大山噴出物

この li1: Ht の南で，忠氾:火If f と凪不死火山とを~';占んだ保， すなわち， N30= W の出と，

支翁~"!i， !J 仕壁との，ちょうど交叉点の位置に樽:]f j火山がある乙この火山は，全体として日平

円針 u予を示しているが，北市および百 l引は，)員不死火山と支拐 ;1!i!J 盆壁によって，その;i G) 主

を妨げられているつこれに対して，東南方の椙は，速く隣接 lヌi幅の「千歳」および「白左」

地岐にまで延び，京IT!で非対称立な形態、をしめしている c 東部および東南部に，ひじよう

に広く火山 1シ1〈および白石店の完事がみられるが，これは，噴出物の東偏'出 lこもとづくもの

であろうコ

頂上は，東部から南部にだけ保存されている半円形の Yト輪山にかこまれ，そのワ 1 f~G よ

り少し北刊に偏して中力火口丘がある。さらにその火口内に，明治 42 年に生成された円

頂圧が仔日し，全休としてよ三重式の火山が構成されているつ

なお，この火山の構成良は，岩出からつぎの 5 つに細分することができる。

V.6.5 円頂丘町;岩

V.6.4 中央火口丘情岩

V.6.3 浮石!吾

V.6.2 作片助出物および信桔凝灰岩

V.6.1 北tl l't8岩

鈴木醇・ F斗米(石川/)俊夫は， 1933 年に栂前火山噴出物をづきいの三づに大別してい
持

@。

I 北山噴出熔岩

1 北山熔岩

2 クチャワザカナイ熔岩

I 西山噴出物

1 樟前川集塊岩

2 西山下部;出店4

3 立生;陪岩

ネ鈴木醇・下斗米(石III) 俊充(1933 年):;障前火山 火山第 1 巻第 3 号
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4 西山上部熔岩

(a) 凝灰質熔岩， (b) 浮石質熔岩， (c) スコリア質熔岩

E 樟前山噴出物

1 栂前泥流

2 砕片的地出物

(a) 火山灰， (b) スコソア， (c) 浮石

3 シシャモナイ!溶岩

4 中央火口丘熔岩

5 円頂丘熔岩

6 火山探

これに対し筆者は，すでにのべたように，鈴木・ F斗米(石川)の北山噴出;溶岩 J土，

筆者の北山熔岩で，クチャワザカナイ熔岩としているものは，北山噴出熔岩とする理由

は全くな U、。噴出物の性質や賦存の様式から，明らかに筆者の砕片的抽出物の中に賦存

する熔結凝灰岩に属するものである c また，鈴木・下斗米の西山噴出物として記載して

いる樟前川集塊岩は，筆者の，千歳川集塊岩層に相当し，西山 F部熔岩は，筆者の，樟

前川熔岩で、あワて，岩質ーから新第三紀火山岩に属する c Itt生熔岩および西山上部熔岩と

してヤるものは，あきらかに熔結凝灰岩で，層序的にも筆者の砕片的弛出物の中に賦存

する熔結凝灰岩に属する c さらに，鈴木・下斗米の樟前山噴出物中の樟前泥流およびシ

シャモナイ熔岩は，筆者の熔結醍灰岩として取扱ったものである c

なお，北山;溶岩にづいては，地形や露出のようすからみて，樟前火山噴出物とするよ

りも，むしろ風不死火山の所産である可能性が強いc しかし，民不死火山に属する積極

的な資料の之しν現在，従来の資料によって， ("、ちおう樟前火山噴出物としておくこと

にした。この問題は，今後の調査研究によって，明らかにされなければならない。

Vｷ6ｷ1 北山熔岩 (Tvl)

風不死吊(標高 1， 102.5 m) と侍:jf jrJJ(標高 1 ， 127.6 m) とのほほ中間に突きでる JtdJ

(標 l言 931 m) をJJ;造る熔岩である ο 下位にくる出店との関係は，不明であるが， 日立は，

砕片的抽出物でおおわれている。

決紫色または決褐色をおびた同色を呈する，松密な汗通f耳石紫f~f:f，平石支山~5であると

顕微読で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜・長石〆ヤ紫蘇輝石二普通揮石

斜長石は，半自形または他形をしめし， AC44An59~Ab38 An62 で曹灰長石の成分を

しめす二紫蘇輝石および普通輝石とも半白形または他形を示し，斜ー長石・磁鉄鉱の術品

を包裏している。紫蘇輝石はほとんど多色性をしめさな (，， '0

石基:潜品質あるいは微品質で，透明なガラスからなり，斜長石の微晶や不規則な形

の磁鉄鉱が散在している c
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(杉山清蔵撮影)

第 15 図 北山熔岩(普通輝石紫蘇輝石安山岩)

PI: 斜長石 Au: 普通輝石 Mg: 磁鉄鉱

G: カ、、ラス x85 II ニコノレ

Yｷ6.2砕片的弛出物およ

び熔結凝灰岩 (Tvz)

砕片的出出物はおもに，

~'J石礁とスゴリアである。

スコリアは，一段に大形で，

径 30cm ていとのものまで

あり， 1手石柱に較べて，枝角

に 'ιんでいる。黒褐色ある

いは見色で，官民長行~亜

町長石および紫鮮埠日・首会

述内{イ{を斑11111にもつガラス

11 百通輝石支山宕である。

浮石礁は， jj;紅色または日吾

氏色の細粒であるが， I時に

は径 30cm ていどのものも 第 16 図樟前火山噴出物中の破片的抽出物
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第 17 図砕片的地出物および熔結凝灰岩

(樟前火山噴出物) (シシャモナイ沢)

あるコ岩三はスゴリアと同じ

で，多孔世がいちじるしく，

砕けやすい。

熔結凝灰岩は，まえにのべ

た砕片的抽出物の比較辻上部

に，はさまれているようであ

る。樽立山を r
J

-;心に，同はシ

ネ/ャモナイ沢の上流から風不

死岳西麓の文:拐;gJ岸まで露出

し，北は， ;員不死東店側の，

ほぼ南北に深く支uまれた谷に

露出している。また，南は速

く白老地域にまで分布が広が

っている。

すでにのべたように，鈴 第 18 図 モーラザプ一丸山にVたる道路の切割に露

木醇・ Iロト米(石川)(1933 出する樟前火山噴出物中の熔結凝灰岩
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第 19 図樟前火山明出物中。，恰結凝灰岩

園町町附

。 2

亡士て二ご二二三-三三=c二二二

ー懸絶滅灰岩

、父、』〆

} 熔結綬灰岩分布指定量Ul

十一一二二志士二三二洋二三

霊

~

F，， 4F〆 ど正

に)人口
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年)のクチャワザカナイ熔岩・ 1よ生熔岩・西山上部情岩・樟前泥流およびシシャモナイ

熔岩がこれに当る。

II古川色または黒色を呈し， {手行・スコリアなどの塊擦のあいだを，判長石・背通輝石・

紫蘇輝石およびガラスの制片よりなる火山氏12物百で lrJTI泊したもので，出合により集塊凝

灰宕・凝り〈官集塊岩・集l史官あるいは凝岩椋の斗献を示している。また，ところによっ

て，柱状節}唱が発達しているつ日通輝石紫蘇輝石交山岩のものであるっ頁岩・砂押・輝

石友rfJ岩・;日.~~安山岩・花尚岩および長成行保の宕片を y くふくんでいる。

顕微鈍で祝察すれば，つぎのようである

ガラスを主体とするもので，斑晶状に斜長石・紫蘇輝石・普通埠石をふくんでν る。

このほか，頁岩・砂岩・輝石安山岩・石英安山岩および深成岩根の捕護岩片がみられる。

斑品鉱物は，まれに自形結晶もあるが，多くは破砕片となっている c 斜長石は，曹灰

長石~亜灰長石の成分をしめす二

ガラスの形態には，特ちょうがあヲて，それは全域にわたワてほとんど変化をしめさ

なヤ c 不規則な形の透明なガラスのあνだを，禍色のせんν状のガラスがうめてν る。

このようなものが，岩石の主体となっている

(杉山清蔵撮影)

第 20 図 樟前火山噴出物中の熔結凝灰岩(普通輝石紫蘇輝石安山

岩巨ー!熔結凝灰岩)

PI: 斜長石 Gf:せんしつ伏カやラス G: 透明なガラス

x85 II ニコノレ
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Yｷ6.3浮石層 (TV3)

火山{ノI.:東 {~IJ の裾野にはー;く分イii し，北は速く泊I，}l l の下流;市民，南は錦岡地域にまでも発達

している r 砕片町地iLJ物がIlrttH したあとに，噴出したものらしい乙沼石屈のなかに 2 枚の

防組一七をはさんでいることから，少なくとも 2 度，かなりの l時間間i誌をおいて， J手石がr~'f

1らされたらしい。;予行悩の i事さは，樽}jij 1l 1 と口知山を結ぶ方向の地域が最も淳く，これよ

り Jじあるいは，市にゆくにしたがって， ;専くなる

1'[行粒のたきさも，厚さの変化と同じように，樽前tilの東方:::1)E~が最もたきく，南北両

方[r'lJ にゆくにしたがって小さくなる傾向があるつ

第 21 図浮石層の露出

;史的色またはり(白色を呈する， ??通輝石紫嵐官軍石安山岩買のもので多孔陀がいちじる

し l'o

Yｷ6ｷ4 中央火口丘熔岩 (TV4)

Iii 内火口壁をつくっている併円は，その I;~壁は，円頂丘A昨日に接しているコまた，上 j\I~:)

は，厚い地出物におおわれている したがって，この市岩は，円頂丘南市の'~JI] 目と，中宍

火壁のうえにある iinr~気孔!切の壁とに，わず、かに，凶山しているだけであるつ

dis:紫色で，去 1fi1は酸化扶で /)j: 褐色に汚染された日通坤行紫戚輝行安山岩である o R~~出が

僅少であるので，地質 l:siでは百略しておいたハ
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顕微鈍で観察すると，つぎのようである。

斑晶:斜長石 J普通輝石紫蘇輝石

斜-長石は，半白形または他形を呈し， AbzoAnso 附近の， :rill 灰長石の成分をしめして

いる c 紫蘇輝石および普通輝石とも，大きな柱状結晶で，紫蘇輝石はほとんど多色性を

しめさないっ

石基:ハイアロピリテイザク組識を呈する c 斜ー長石と揮石類の 1~Z 品のあいだを，視色

のジンアイ状ガラスがうめて ν る内スフエル石が散在して ν る ο

V.6ｷ5 円頂丘熔岩 (TV4)

円頂i王をつくっている熔岩である c 赤褐色，日吉褐色または弘氏色のひじように多孔買な

普通輝石紫蘇輝石支山岩である。 {ln[気孔の日で(ま，硫黄・ I i)j ばん塩化鉄あるいはj:Jjit化アム

31 モニクムなどの外華物が附着している。

(杉山清蔵撮影)

第 22 図 円頂正悟岩(普通輝石紫蘇輝石安山守)

PI: 斜長石 Hy: 紫蘇輝石 Au: 普通輝石

Mg 磁鉄鉱 Gb:褐色ガラス

x85 II ニコ/レ

顕微鈍で祝祭すれば，つぎのようである

斑品:斜・長石〉紫蘇輝石~普通輝石

斜長石は，白形または半自形を呈し，百灰長石~灰長石の成分をしめし，撤惜石・ j揮

石および燐灰石などを包裏して ν る
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紫蘇輝石および普通輝石は， ともに他形を lーするものが多ν 、紫蘇輝石(士· x= 決褐

色・ Y=ijf黄禍色・ Z=訪日表色あるいは黄禄色の多色性をしめしてν る

石基:ハイアロピリテイザク担識を呈する一斜長石・輝石類のjWt品の聞を褐色のガラ

スがうめている」グリストパル石も少量み、とめられる

火山弾 樽，jfjkLlJの火山科は，おもに i明治 42 1fの 11ft 大のときに j-I山 H されたもので，頂と

iH~I;f，t is:に散 (E している《 この火IJJQIj(は， パシ 1伎Y目問2引叩1打状j足;六rJ r川!ド吋jリ肝

は f長長二ミ宇{任壬が 1m もある C

パン殻状火山弾 多く多角形をしていて，放射状または不規則な割目が発達している

表面は，黒色ある旬、は暗灰色を呈し，域密であるが，内部は灰白色で浮石質のものである

普通輝石紫蘇輝石安山岩唱であるうこの火山知を顕微鏡で視察すれば、，つぎのようである)

中，[.!:長石~亜灰長石の斜長石，紫FlE埠石および普通埠石の斑l詰を，ノ、イアロピリテイザ

ク組織を呈する石基がうめている

黒色機密な岩塊:稜角にとみ，表面は， J:lU璃吃;尺がある，普通輝石紫蘇輝石安山岩で，

すでにのべたパン投状火山 I~Fjl とほぼ司じ守質のものである 51ojW，z鏡で問察すれば，つぎの

ようである

斜長石は，背灰長石~在民長石i汁j立の成分をしめしているものが多しかんらん石をふ

くんでいるものもある c

捕獲岩 川氏 i士山??および火山!日(にはいろいろな jil iJt!i :l iがふくまれて lいることを仔川

俊)~が叩 ;1.;. している それによれば， h!ijfEYJはつぎのようなものである

パケ!.:-)主揮イゴ-~~Hミ石 :itYレシブエ/シス

イ i 史紫紺暗石 J;'I .R行 ~r '!i

色 77 倣r)~ ~~!~口 f1~ 常副叩行用楠官 庁，~立坪行 JU77 i町通時イ 1~~(II\J'I~ 石jijFJ

i，j~i~1 町一 iui j亘埠イ j紫f布陣行之:rJ J 汗 Jf!z: J周 T1;:[[ J 行 ;:~，i@ 坪有ど rf 山IJ

Vｷ7 崖錐土佐漬物 (Tad)

jどむ l{r や風不死日の北主・オコタンベ川の珂 itj; およ乙川市 l畔のー引にほ，ゆるい傾斜の J山

形が党遣している この J<~ Jf~をつくっているものは，ほとんと背後の山止から山 11 11 したれ

卯や砂・粘土などである、したがって，このむ Hi: 取引物ほ，背後rJ rJ止の日によって，構

成物がちがっている

)~\k:1 )芹や風不冗fJr の r!Jl'tl に完 I芸しているものは，おもに，火山!ノ1~をつくる火J irl10Hi 物か

らできている c ところが，オコタンベ川の同日ゃ iif;lJ畔に党j主しているものは，事f市三紀の

*石川俊夫 (1940 年)・樟前火山時訂中捕「考古の 5\1'tj~t鏡的性質 火山 Vo1. 4 No.2

- 41-



火山口知で，これを粘とおよび砂でうめている。

第 23 図 風不死岳の北麓に発達している是錐堆積物

Vｷ8 現河川土佐積物 (AI)

現河川の河!よ i回を構成しているものであるつ各河川の流域に発達する岩石から供給され

た，人目日大以下の円!操および砂からできている，いわゆる河床喋である。礁は，安山 ~~i ，

変朽:火山 ZJ などが多いが，それぞれの河川の ifr[h:~ を構成している地質によって，多少のち

がし 3がある

VI i也史

この地 h~ の地口構成が現 fι みられるようになった経緯を，いままでのべてきたことから

ある程皮推定することができる。

VI·l 新第三紀

この J色J喝の ht~ ，ii を構 f)足している新三紀 II"'! は，凝!ぽ汗・ i疑!長 11 砂岩・凝!必官民 17 ・頁岩

を主体として，いろいろの火山吉を伴なっている。この凶出の西および北に連なる壮渓 q~
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Jill)jや行山地)jと同じように，新市三紀には.大firir到が，ひじように任んであったこと

が推察されるむ

;魚川層堆積期 この地Jr~i の下出!討をJ(tt，![しだ!日間は，砂岩・頁岩を主としており，/ミill

日到は，このJ~J戎を障子?とする大if ri方向は，あまりはげしくなかった しかし，この j~NJ$i

の上 (-;:)5になると，凝rj:'/i ・凝f}:TT砂岩がおおくなり， Jflc 朽'之 rlr :r-'Jの 't(~ ~IiiirC も yi:，'ti~L し，大rIJ

日引が時んになってきた今

鳴尾層堆積期 治、川!ほの J(LWにひきつづいて，ニナルシ工トマナイ川宅l)t;万 1凡などをf住

民した「この HH'H1jは火if ri!r'到のはげしかった日間で ， 1l IJ~'主 rlJ吉によってりちょうづけら

れて G l る

烏柵舞層堆積期 Iq:jl白川の J(L雨明を終えると，火山汁到もしだいにおとろえて，砂~ri ・

凶行・回目頁行などをJff:W したへ円相からみると，しだいに深海のJ(f:f?1杓になっていったこ

とが切らかで，合有されている化行から判断すると百南北海近に発達する，いわゆる八'」;

杭に対比されるへこの時間には，火山市引も少なく，ひかく;守的かなf]主[1，1]であったらしい

火山岩類の活動期 nHillmt1:"1J!tmit1j のあと，かなりの!日]附があって， r-~j 南北汚 j斗の他の

地時と同じように，火山江ー到がはげしくおこなわれた輝行友山岩やた行 I見交山 tt などの

俳刀流が ~fl~{' だしたが，これにともなって，同の宅 JJ~{ri なとの火山昨屑 ~/;j\:I;{ がもたらされ

た県松 rJ{!tJj である一その後，長い間間にわたる iJlj 引があり，構造 1王町が j了われて，支窃 i' ，lilj

?rt形成以 i )ijの JLLTT 構造の大峠が決定づ、けられたらしいー下成川 1fT 流河斥や，十字 jjfj 火山 i}q 万

にみられる， f刊III 舞円と，下な宅 i史{~・ 1円とを Jt'Z する附円はこの rUf\IJ] のものと抗(~定される

VI 洪積 1止

この時間になると，新市三紀主に決定づけられた，この Jl1: hえの J~Tl 構造と密接な閃係を

もって，火山活動がおこなわれたものと推察される lillh ;i(の北同日常や， 735m tilなどに党

連している輝石安山岩担および， Jill同の目白出に発達する点野火r[r11 t'! iUWJは，この liS月!の

ものであろう c

*その後， {I頃動~;n ~JJがおこなわれたのち，との:三jえは，む段の段丘町をのこしながら， tin

けつ ~;:J に降起した「そして，段正而のうち， hf も低い低{止段 l-;-j (j1Jf;rJ¥(il1J に文-坊火山 n(f li\ 物

のをもたらした火山市町が，いまの支努 ;i;ijl;f~)I を 1[1 心におこなわれたうひきつづき，その

反列として，かん況がおこり，支坊 i，!iIJ~t が形成された)

*土居繁雄 (1953 年) :5 万分の 1 i 白老 J 1;;Q幅説明書 北海道立地下資源調査所

土問繁雄・小山内照 (1956 年) :5 万分の 11石山」凶幅説明書 北海道立地下資源調査所
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H 沖積位

~J~出世のノぷ荒から {lfl fJ，li世の初来に，段新jgJの火山活動がおこなわれたc 支須山i盆が形成

さたたのち，日j jえのほぼ r~1 児をとおる N30 W の構造涼にそって， ;~l不死・志応・博

il ij" tJ どの 3 つの円$lU予火山[与を形成する火山活到がはげしくおこなわれたコ北部地域に!よ

く分布する月本火山氏!日や，東よ岐にな {iiする ~f石Hは，この時間のものである。その

後日到は微弱となったが，中止することなく現 (fe:におよんでいる。

VII 応川地質

この辿J兵の大部分は，支窃火山(in出物をはじめとするお四紀の火山噴出物で，広くおお

われているごそのため，いろいろな有用広物をふくむとみられている新高三紀同は，てく

昨日され，その主主出は，わずかの地hXでみられるにすぎない。

しかし，新市三紀日が露出する北百l'*~jJ-ltJd{には，貧弱ではあるが金銀紅!末が知られてい

る。このほか，志底火山の文拐 ;'/;IJ 辺には，々に温泉が湧出している。つぎにこれらにつ

いて，簡単に説i! Aを加える。

四.1 金・銀鉱

四·1· 1 恵庭鉱山

位置および交通 山振目千歳郡忠むIi IJ の;魚川上流にあって，交錯 iM] の北[宜的 Skm に当

る~ J児斗にゆくには，千場 DiJ または立 i小牧市からパスで，出 IJ 畔までゆき，そこから，船で

ボロピナイ沢の川口にあがる c そして， ，r !l;rLr 宇出迫 H与にそって，徒歩により，約 7km ゆ

くと達する

この J!fl~ 山(ま 2 次世界大i\ぉ ;I に政支を 't i Jとしてから，政行されていないので，道山は荒

れはてていて， J見伝では徒歩も l社日 H~ で、ある c

地質概説 ，r Jl:rJJ 川 j止を構成している地日系統は，新市三紀 !id の治 i，}l lf~ を基盤とし，その

上に，鞍馬越支朽交山岩，オコクンぺ i ，lij 悩 ~~:i の!I固にのっている c

この附近の ;·iliT~· 構造は，イチャンコザベ山;付近をとおる N-S 方向の背斜軸をもっ背斜

構造の両翼に位置し，背斜軸と jt[角にまじわる裂捧が発達しているつそして ， ~l: 脈はこの

裂障にそって形成されたものである。

なお，この鉱床については，猪木幸児と秦 jt3J が 1951 年に調査をおこなっている Q そ
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*れによると，つきのようなものである J

鉱 床元広Lfr宇務から，ゴコタンベにか[ナてのll~h'~1 こ ， 1}J·!y く石児脈の五Y~[があ

るつこの石児脈は， J山口の1見でのべた"此号}也1LJ 朽 ~~-iおよびtt初完 r Lrt;化作川をうけたオ

ゴクンベ出岩の l;? に目玉!わされている 拡drn訂正ーのものは， Iii!,'; 1em ていどのものから 60

em のものが多いっさらに m引lld のン?こきいものは，これらの脈の集合したものとみられる場

台がタい。

~'JLWf\ の延長プ'jll'lj は， E-W から N70 VV の走向で， Jじまたは巾に 80' i Jii後の傾引をも

つものと， N30"~80 、 W の主l行]で， 70·~80 こ傾斜するものと， 2 つの傾向がある

この汁1:行児W~(こ， }了解11~~を{千なうこともあるが，それぞれつ1. )1;に完注する喝 fTが多

かつてH;行された主脈の総延長は 650m で，じゅr1: 1:;:;)では Au 17g~18g ， Ag150g~160g

の平均 i1n'i ，{\Tl:をもっていたという。

刊.2 ifui 泉

，lei;:怪火 tfr の東南詑および，日:ヨ住の;』 ljf戸には温泉がわ J} {-l-\ している、 ;}ij('; は丸駒温泉，後

行はオコクンベ東 jia泉およびオゴクンベ可温泉と呼ばれている

丸駒温泉およびオコクンベ東日泉は，それぞれ，丸思句集 IIな{tflほから活出しており，オゴ

タンベ河温泉は， n~錐JffiW 物の 1'1 から jリ)Ji している J なお，これらの温泉は，つぎのよう

なものである

丸駒温泉泉温 58 ，· C

オコタンベ東温泉 泉温 45" C

オコタンベ西温泉 泉温 43 C

弱アルカリ性単品屯泉

弱アルカリ性単純泉

中性単純泉
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALl¥1APOFJAPAN

Scale, 1:50,000

TARUMAIZAN

CSapporo-41)

By

ShigeoDoi

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

RESUME

TheTarumaizansheetcoversanarealyingbetween40ー40'and42ー

50'N.lat. , andbetween141ー15'and141ー30'E.long. , whichincludesthe

easternpartoftheNasuvolcaniczone. Thefieldsurveybeganin

May, andcamtoanendinNovember1955. Thisexplanatorytextis

baseduponthatfield-workanddealsbrieflywiththestratigraphyand

mineralresourcesofthisdistricts.

NeogenTertiary

TheoldestformationofthisareaistheIzarigawa formation ,

whichcomprisessuchmembersas Kanayamazawashale (Ka) , Raru・

manai-gawatu 百 (Ra) ， Yunosawatufaceoussandstone(Yu) ,andKuramagoe

propylite (Kr) in ascending order. Of them , theKanayamazawa

shale consists of two parts;the lower is characterizedbymuddy

shaleinblackgreycolour, whichtheuppercomposedofalternationsof

tufaceous sandstone and muddy shale. The Rarumanaigawatuff

liescomfarmablyontheprecedingmember, and is characterized by

alternationsof tu 百 and tufaceoussandstone, in greenish grey cOlour.

TheYunosawatufaseoussanstoneischieflycomposedoftufaceous
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sandstone intercalating tufaceous shale, all of the rocks of this

memberare andesitic. The Kuramagoe propyIite lies over the

precedingmember;itispyroxenenandesitealteredtopropylite.

TheNaruoformationisdeveloped in thewesternpartsofthis

sheet. ItismadeupofsuchmembersasNinarushutomanaigawa

agglomerate(Ni)andOkotanpe-kolava(OP) , inascendingorder.Ofthese

members , theNinarshutomanaigawaagglomerateisdistributedat

thewesternmountainlandofthismappedarea; itismainlycomposed

ofpyroclastics , suchastufaceousagglomerate , tuffbrecciaandtu 百， all

ofrocksaredacitic. TheOkotanpe-kolavaisfoundatsurrounding

areaoftheOkotanpelakeinthenorth 引restern partofthis sheet, itis

dacitelava.

Next, comestheUsakkumaiformation , whichisdivisib1eintotwo

mainmembers:theKohanshale(Ko)andtheMizudamesandstone(Mi).

Theformerconsistofhardmuddyshaleandtufaceoussandstone , dark

greyincolour, thelatercharacter 匂ed bytufaceoussandstone, which

isoccassionallvnodulousandfossiliferous.

Fossiles: Nuculana(N) ρernula (MUller)

Nuculana(N) sρ.

Portlandi α(ρ ort landella)lischkei(Smith)

Portlandia(Megayoldia)thraciaeformis(Storer)

PortLandiasρ.

Macomasρ.

Lucin α sp.

Clinocordiumcolefomceouse(Deshoges)

Olivellasρ.

Su ρhonaria sp.

cfr. Buccimumsρ.

Dω talium sρ.

Fossilecrab.

Fromthelithiccharacter, fossilecontentsandthesuccesionofthe

formations , theIzarigawaandNaruoformationbeingcharacterizedby

thepredominanceofthegreenpyroclasticsandpropylite, arecorrelated

totheKunnuiseries, whiletheUsakkumaiformationmayberoughly
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tobealmostequivalentwiththeYakumoseries , bothinMioceneage.

Itshouldbementionedinthisjnnctive, thattherearevariouskindsof

volcanicrocksoccurringaslavaandpyroclastics:Ichankoppelava(II)

(quartz& hornblendebearingaugitehyperstheneandesite) , Tabukobuｭ

yamalava(Tl)(quartzbearingaugitehyperstheneandesite) , Morappuｭ

yamalava(MI) (quartzbearinghyperstheneaugite andesite) , Monｭ

betsu-yamalava(EI) (quartzbearingaugitehypersthene andesite) ,

Chitose-gawaagglomerate(Cg) (hyperstheneaugiteandesiticagglo ・

merate) , Tarumai-gawalava(ZI1) (augitehyperstheneandesite)and

Izaridakelava(ZIz)(augitehyperstheneandesite). Ther:recisegeo!oｭ

gicalageofthemisatpresentunknown , butitmaybeprobablyfrom

lateMiocenetoPlioceneinage.

Quaternary

Therearevariouskindsofvolcanicsoccurringas lavaandpyrocｭ

lastics, thegeologicalageofwhichisfromearlyP1istocenetoRecent.

Theyare:735m.-yamalava(Sl)(augitehyperstheneandesite) , Morino

volcanics (Mv) , Shikotsuvolcanics, Eniwavolcanics, Fuppushivol ・

canicsandTarumaivolcanics.

TheMorinovolcanicsliesuncomformablyontheNeogenTertiary

deposits. Itismainlycomposedofquartz hornblendebearing augite

hyperstheneandesiticweldedtu 百， pinkishgreyincolour.

TheShikotsuvolcanics , coversthehigherandmiddleterracedepoｭ

sits, andiscutbythelowestone. Itiscomprisessuchmembersas

Shadaipumicedeposits(Sv1) , 1stShikotsuweldedtuff(Svz) , Shirnaｭ

mathupumicedeposits (Sv3 ) , 2ndShikotsuweldedtuff(Sv4 ) , and

Toyohirapumicedeposits(Sv5). Allofrocksarequartz& hornblende

bearingaugitehyperstheneandesitic.

The Fuppushivolcanicsaredevelopedinthesouthernpartofthe

Shikotsulakeinthismappedarea. Whichcomprisessuchmembersas

Osakiagglomerate(Fv1) (augitehyperstheneandesitic agglomerate) ,

Kingiro-zawaagglomerate(Fvz) (augitehyperstheneandesiticagglo ・

merate) , 1stlave(Fv3) (augitehyperstheneandesite) , 2ndlava(Fv4)

(augitehypersthene andesite) , Fukibatakenosawaweldedtuff(Fv5)
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(hornblendebearingaugitehyperstheneandesiticweldedtuff) and3rd

lava(Fv6) (quartzbearinghyperstheneaugite andesite) , inacending

order.

TheEniwavolcanicsarecharacterizedbymanylavas.Itismadeup

ofsuchmembersasthat:Marukomaagglomerate(Ev1) (augitehypersｭ

theneandesiticagglomerate) , Eniwapumicedeposits (Ev2) (augite

hyperstheneandesiticpumice) , Tsukisappuvolcanicash(Ev3) altered

toloam , 1stlava(Ev4) (augite hyperstheneandesite) , 2nd lava(Ev5)

(augite hypersthene andesite) , 3rd lava(Ev6) (augite hypersthene

andesite) , 4thlava(Ev7) (olivinebearingaugitehyperstheneandesite) ,

5thlava(Ev8) (augitehyperstheneandesite) , 6thlava(Evg) (olivine

bearingaugitehyperstheneandesite) , Poropinaiagglomerate(Ev10)

(olivinebearing augite hyperstheneandesite) and Eniwa-dake peak

lava(Evll) (olivinebearinghyperstheneaugiteandesite).

TheTarumaivolcanicsarealsodivisible into 自ve members:Kitaｭ

yamalava (Tv1) , fragmental ejectaincluding weldedtu 庄 (Tv 2) ,

pumicedeposits(Tv3 ) , centralconelavaandpeaklava(Tv4). Allof

rocksareaugitehyperstheneandesitic.

Appliedgeology

Inthisparagraph , somemineralresourcesfoundinthisdistrictwill

bebrieflydealtwith. Goldandsilverdepositshavebeenknownsince

veryolddays, attheuppercourseoftheIzariRiver. Theyarefound

inquartzveinsdeveloped in the igneous rocksof theMiocene age.

ThismineiscalledunderthenameofEniwaMine.

Furthermore, asmineralspringswefindthemattwopoints, along

north-westernShikotsulake-side, withintervalsof about4km. , which

areknownasMarukomaandOkotanpeSpa.
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社台台地より樟前山を望む

手前の台地は，支妨火山|噴出物から構成されている社台台地である。節理

のみられる岩石は，第 2 期支努;熔結凝灰岩である

樟前山と北山の中間より社台台地を望む'

谷は， シシャモナイ lRで，社台台地のうえに出てν る山は多峰古峰山(標

高 661. 1 m) であるコ



北山より石狩平野を望む

中央の山はモーラ吋ブ山，湖は支坊i胡で，湖畔からモーラザプまでの湖辺

がみえるづ

支妨湖上より志庭岳を望む

背後の山地は，新第三紀層および同時期の火山岩類、から構成されて」、るつ



三支坊湖上から風不死岳(保高1.1035 m) を望む

樟前火山 nrr IJI 物

中央の山は普通輝石紫蘇輝石からできてν る北山。手前のゆるし、J也形をし

めしているところは砕片的抽出物で，層状にみえ乙のは熔結凝灰岩であるつ
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